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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今更アイテックの紹介？という弊社をご存じなお客様と初めてのお客様といらっしゃるかと思います。
初めてのお客様には　弊社をご存じな
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PMBOKやPM資格を取得した後、実際にプロマネを実施するにあたって何をどのような視点で進めれば良いかを事例、演習を通し身につけ実践に臨めるのがアイテックの研修です。庄司講師はじめ、IT提供側、ユーザ企業側双方の経験が豊富な講師による研修は具体的なプロマネでの重要点、注力点、問題への対応等を押さえています。
--
PMBOKやBABOKの講座は実施していて基礎知識はあるが、できていない又はトラブルが減らない原因はコミュニケーションの取り方に原因があるのではないか？
 
【顧客向け】
・顧客の本当のニーズが聞き出せない
・メリットだけでなくデメリットも適切に説明できるようになってほしい
・トラブルや信用失墜にならないような断り方や説明がでいるようになってほしい
・自社の商品や実績に捉われて新しい提案ができない
 
【プロジェクト向け】
・自分の担当が順調でもプロジェクト自体がうまく進んでいないのであれば意味がないことを認識してほしい（周囲への興味関心）
・メンバーへの情報共有や指示の出し方がわかりにくい
・チーム内コミュニケーションが不足している
・リーダーシップ不足
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コン基礎テキストは新人研修で必須に近いものになっていますが、新入社員にはこの分厚いテキストの印象が良いわけではありません。実際には、分厚いテキストすべてを学ぶのではなく、そのエッセンス、基礎部分を研修学び、配属されたデスクの上に置いて、わからないことを辞書代わりに引くことで最大の効果を発揮するものです。よって、研修という点で見てしまう新入社員よりも、教育担当者、先輩等の方がこのテキストをとても高く評価しています。ベストセラーでいるには訳があるということです。AI、IoTに関しては、コン基礎と同じコンセプトで、まず必要な新たな分野のテクノロジを知るためのものになっています
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文系理系問わず新入社員は、システムを構築することはプログラムを組むに等しいと認識している者が多いです。実際のシステム構築は、プログラミングフェーズを含めたプロジェクトをいかに管理しうまく進めるかがビジネスにとって大きな部分を占めています。システムを構築していくための全体の流れと大枠を理解しておくことは、配属後点で考えるのではなく、面で考えることができる第一歩につながります
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